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天
台
宗
で
は
、
平
成
25
年
に

天
台
教
学
の
礎
を
築
い
た
慈
覚
大

師
一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
、
同
28

年
に
浄
土
信
仰
の
祖
・
恵
心
僧
都

一
千
年
御
遠
忌
と
宗
祖
伝
教
大

師
ご
生
誕
一
千
二
百
五
十
年
慶

讃
、
同
29
年
に
千
日
回
峯
の
祖
・

相
応
和
尚
一
千
百
年
御
遠
忌
、
そ

し
て
令
和
3
年
の
宗
祖
伝
教
大
師

一
千
二
百
年
大
遠
忌
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
祖

師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

し
か
し
、
平
成
23
年
に
東
日
本

大
震
災
発
生
を
受
け
、
総
力
を
挙

げ
て
救
援
・
復
興
支
援
を
進
め
る

と
同
時
に
慈
覚
大
師
御
遠
忌
を
第

一
期
、
そ
の
後
を
第
二
期
と
設
定

し
報
恩
事
業
を
進
め
た
。
第
二
期

に
お
い
て
も
令
和
2
年
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
世
界

中
に
蔓
延
し
た
こ
と
を
受
け
、
当

初
の
終
了
予
定
よ
り
期
間
を
1
年

延
長
し
て
対
応
し
て
い
た
。

第
一
期
、
第
二
期
を
通
し
て
発

心
会
、
結
縁
灌
頂
並
び
に
総
本
山

へ
の
団
体
参
拝
、写
経
会
の
推
進
、

ま
た
第
二
期
か
ら
は
全
国
各
教
区

で
の
特
別
授
戒
会
を
営
み
、
こ
れ

ま
で
に
5
千
人
以
上
が
仏
縁
を
得

た
。
さ
ら
に
東
京
、九
州
、京
都
の

国
立
博
物
館
で
特
別
展
『
最
澄
と

天
台
宗
の
す
べ
て
』
を
開
催
し
注

目
を
集
め
た
。
伝
教
大
師
の
大
遠

忌
に
は
、
産
学
官
協
働
に
よ
る
伝

教
大
師
最
澄
1
2
0
0
年
魅
力

交
流
委
員
会
を
設
立
。
次
代
を
担

う
若
者
ら
が
日
本
文
化
に
触
れ
る

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
今
後
も
継

続
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

各
記
念
事
業
を
通
じ
、
コ
ロ
ナ
禍

で
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
宗
内
外
の

多
く
の
人
び
と
に
祖
師
方
の
教
え

に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
き
た
。

そ
し
て
国
宝
根
本
中
堂
大
改

修
工
事
が
令
和
9
年
12
月
の
完

成
を
目
指
し
て
進
ん
で
お
り
、
天

台
学
大
辞
典
の
刊
行
も
控
え
て

い
る
。法

悦
に
満
ち
溢
れ

根
本
中
堂
で
の
総
結
願
法
要

は
、
大
樹
座
主
猊
下
の
大
導
師
の

も
と
、
延
暦
寺
一
山
お
よ
び
全
国

の
宗
務
所
長
ら
38
名
が
出
仕
。
内

陣
で
四
箇
法
要
を
奉
修
し
た
。
ま

た
堂
内
に
は
、
探
題
や
已
講
な
ど

の
出
世
役
、
門
跡
・
大
寺
、
宗
機

顧
問
、
宗
議
会
議
員
ら
宗
内
諸
大

徳
が
随
喜
。
さ
ら
に
大
法
会
期
間

中
に
携
わ
っ
た
歴
代
の
天
台
宗
並

び
に
延
暦
寺
の
役
員
、
伝
教
大
師

最
澄
1
2
0
0
年
魅
力
交
流
委

員
会
な
ど
宗
内
外
の
関
係
者
約

2
0
0
名
が
臨
席
し
、
期
間
の
無

事
円
成
と
祖
師
方
へ
報
恩
感
謝
を

捧
げ
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
大
講
堂
（
東

塔
）、
釈
迦
堂
（
西
塔
）、
横
川
中

堂
（
横
川
）
の
三
堂
で
、
同
時
刻

に
法
要
を
開
式
。
そ
れ
ぞ
れ
の
堂

内
で
法
華
経
を
読
誦
し
、
宗
祖
伝

教
大
師
並
び
に
祖
師
方
が
願
わ
れ

た
〝
浄
仏
国
土
建
設
”
を
祈
願
。

全
山
に
世
界
平
和
を
願
っ
た
読
経

が
響
き
亘
っ
た
。

（
阿
部
昌
宏
天
台
宗
宗
務
総
長
の

挨
拶
は
5
面
に
全
文
掲
載
）

コ
ロ
ナ
禍
も
3
年
が
過

ぎ
た
。
何
し
ろ
初
め
て

の
疾
病
だ
け
に
、
過
去

の
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね

も
な
く
、
す
べ
て
の
対

策
、
対
応
が
ド
タ
バ
タ

し
た
も
の
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
日
本
で
は
、
マ
ス
ク

着
用
の
必
要
性
が
他
国
に
比
べ
て

も
、
か
な
り
浸
透
し
た
▼
3
年
と

い
う
年
月
は
、
中
学
生
や
高
校
生

に
と
っ
て
は
、
学
校
生
活
の
丸
々

の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
中
、

互
い
の
マ
ス
ク
の
な
い
素
顔
を
ほ

と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
た
め
、

素
顔
で
対
面
し
た
時
は
な
ぜ
か
違

和
感
を
感
じ
、
落
ち
着
か
な
か
っ

た
と
い
う
。
だ
か
ら
、
マ
ス
ク
を

し
て
な
い
と
居
心
地
が
悪
い
そ
う

で
あ
る
▼
ま
た
、
乳
幼
児
の
脳
の

発
達
の
上
で
、
マ
ス
ク
着
用
の
悪

影
響
が
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

他
人
を
認
識
す
る
脳
の
分
野
で
障

害
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
。
乳
幼
児
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
、
相
手

の
口
元
な
ど
、
眼
以
外
を
見
て
い

る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
そ
う

だ
。
つ
ま
り
、
顔
全
体
で
喜
怒
哀

楽
を
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
3
歳
ま
で
に
表
情
を
読
み
取

る
能
力
が
育
ま
れ
る
の
だ
。
マ
ス

ク
着
用
は
、
そ
う
い
う
能
力
の
発

達
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
の
だ
と

い
う
▼
さ
て
、
マ
ス
ク
着
用
が
個

人
の
判
断
に
任
さ
れ
た
が
、
今
後

の
マ
ス
ク
着
用
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
外
国
の
よ

う
に
、
す
ぐ
に
は
「
マ
ス
ク
未
着

用
姿
が
ほ
と
ん
ど
」、と
い
っ
た
光

景
は
た
ぶ
ん
、
見
受
け
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
室
内
で
は

マ
ス
ク
着
用
姿
が
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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根本中堂内陣　　報恩感謝の読経が堂内に響いた

極 微
ご く み

宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
な
ど
、
11
年
に
亘
り
奉
修
し
て
き
た
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
を

締
め
く
く
る
総
結
願
法
要
が
3
月
16
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
執
行
さ
れ
た
。
期
間
中
は
「
道
心
〜
山
川

草
木
み
な
ほ
と
け
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
教
区
で
の
特
別
授
戒
会
、
総
本
山
等
で
の
諸
行
事
を
通

じ
、多
く
の
人
び
と
が
祖
師
方
の
教
え
と
結
縁
す
る
機
会
が
持
た
れ
た
。
根
本
中
堂
で
は
大
樹
孝
啓
天
台

座
主
猊
下
を
大
導
師
に
四
箇
法
要
、
午
後
か
ら
は
三
塔
全
山
で
同
時
刻
に
総
結
願
奉
告
法
要
を
営
ん
だ
。

祖
師
先
徳
へ
の
報
恩
感
謝
と
期
間
の
円
成
を
ご
宝
前
に
奉
告
し
、
み
教
え
を
未
来
へ
継
承
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。�

（
4
、
5
面
に
関
連
記
事
）

1111
年年
にに
亘
る
大
法
会

亘
る
大
法
会
がが
結結
願願

祖師方へ報恩感謝し、浄仏国土への祈り捧げる


